
災害モデルの高度化降雪モデル・積雪モデルの最適化

雪氷災害発生予測システムの実用化と
それに基づく防災対策に関する研究

雪氷災害発生予測システムの試験運用を通じた検証と改良、降積雪モデルの最適化、
ならびに吹雪・雪崩等の災害モデルの高度化を行い、予測システムの実用化と高機能化
を図る。また、その応用として雪氷ハザードマップの作成手法を開発する

予測情報に基づく雪氷災害の防止と被害の軽減
(緊急時、1～2日後までの対策、ハザードマップ) 

試験運用と改良

関係省庁・ 自治体
と共同

降雪分布予測(地形効果等)
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雪質

雪氷災害モニタリングシステムの開発

降積雪等のモニタリング

情報提供とモデル検証に利用

積雪変質予測(水分挙動)

吹雪・視程モデル
全層雪崩モデル
道路雪氷モデル

予 測 シ ス テ ム の 実 用 化 雪崩・吹雪・融雪ハザードマップ

作成手法の開発

雪崩の運動モデル
の開発

高精度吹雪モデル
の開発

融雪量の広域分布
予測手法の開発

到達範囲

規模
瞬間的な視程悪化

応用

融雪災害



｢雪氷災害発生予測システムの実用化と
それに基づく防災対策に関する研究｣ の主な研究テーマ

雪氷災害発生予測システム

関係省庁
自治体等

雪氷災害予測

災害予測モデルの高度化
気象・降積雪モニタリングデータ

予測情報

評価、改良点

降雪量と降雪種の的確な再現
（雲物理パラメーターの最適化）

降雪粒子の成長

収束による上昇流

陸風

収束強化や陸風などの再現
（山地地形の力学的効果、地表面過程の改良）

山岳高標高域で強く、斜面で弱い降水分布を改良する

現ﾓﾃﾞﾙ

改良後

降雪予測モデルの最適化

試験運用と改良

試験運用を通じて雪氷災害発生
予測システムの検証評価、改良
点の把握を行い、実用化に向け
て改良する



吹きだまり評価モデルの検討、積雪安定化

全層雪崩発生予測モデルの開発

水みちによる融雪水の浸透過程をモデル化し、湿積
雪モデルの最適化を行う

融雪期、温暖積雪地
域に対応する積雪モ

デルを開発する

・表層雪崩、全層雪崩の発生予測手法

・北海道～東北の吹雪による視程障害

に対応

・物理ﾓﾃﾞﾙに基づく道路雪氷状態と

路面摩擦の予測

吹雪モデル（温度依存
性）と視程モデル（雪粒
子形状依存性）の高度化

熱収支に基づく道路雪氷状態
と摩擦の予測、広域気象予測
手法の改良

ｼｬｰﾍﾞｯﾄ

圧雪

積雪変質モデルの最適化

災害発生モデルの高度化
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モニタリング

サーバー
モニタリングデータによる予測シ
ステムの検証とモデルの改良

モニタリングデータの公開と

予測システムへの組み込み

降雪粒子観測
による検証

観測点の
維持点検

積雪気象監視ネットワーク

偏波ドップラーレーダー

による降雪分布・降雪種
モニタリング

気象・降積雪モニタリングデータ

観測点 ‥‥‥

・モデル初期値へ
・予測情報として

降積雪のモニタリングと予測システムとの統合



雪崩運動の解明 雪崩の運動モデル
(従来の質点モデルから
連続体モデルへ)雪崩発生

条件
(従来の成果)

雪崩ハザードマップの概念図

雪崩ハザードマップの開発

雪崩運動モデルに基づくハザードマップ作成

(雪崩の到達範囲と規模)

湿雪に対応した積雪モデルを活用

融雪ハザードマップの開発

標高、斜面方位別の各月別の
積雪量、融解量の分布図

地形や地質を考慮した高分解能の融雪洪水、
融雪地すべりのハザードマップ

積雪量、融解量と融雪災害との関係の解析



・視程、吹きだまり分布推定の高解像度化・瞬間的
な変動特性の影響を考慮

・吹雪の高解像度ハザードマップ（数十メートルメッ
シュ）の作成

高精度吹雪モデル（3次元・非定常）

視程モデル

削剥モデル現モデル

地物の効果のモデル化

微地形の効果

吹雪ハザード
マップの作成

組み込み

3次元非定常風モデル

吹雪ハザードマップの開発
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